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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人体内から物体を回収する内視鏡デバイスであって、該デバイスは、
　ベースおよび細長い管状部材を備えている保持体アセンブリと、
　伝達アセンブリであって、該伝達アセンブリは、該ベースに対して可動のハンドルと、
該ハンドルに固定された第１の端部および該ベースから遠く離れた第２の端部を有するリ
ンクであって、該リンクは該管状部材の少なくとも一部分を通って延びる、リンクとを備
えている、伝達アセンブリと、
　１つのループ部分と、２つのレッグ部分とを画定するワイヤであって、各レッグ部分は
、該ループ部分から近位に配置され、各レッグ部分の近位端は、第１の接続部によって該
リンクの該第２の端部に固定され、該２つのレッグ部分は、該第１の接続部と該ループ部
分との間の位置において、少なくとも第２の接続部によって互いに固定される、ワイヤと
、
　該ループ部分に固定された遠位部分と、近位部分とを有するネット要素と、
　該第２の接続部から近位の位置において、該２つのレッグ部分の間に、該ネット要素の
該近位部分を固定する手段と
　を備え、
　該ベースに対する該ハンドルの動作によって、該ループ部分は、該管状部材の外側の拡
張位置と、該管状部材の内側の折り畳み位置との間において可動である、デバイス。
【請求項２】
　つなぎ綱は、前記第２の接続部の近位側に前記ネット要素の前記近位部分を取り付ける
、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記第２の接続部は、前記２つのレッグ部分を互いに固定する溶接部である、請求項２
に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記２つのレッグ部分は、第２の接続部および第３の接続部によって互いに固定され、
該第２の接続部および第３の接続部は、それぞれ、前記ベースに対して前記第１の接続部
から遠位にある、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
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　前記ネット要素の前記近位部分は、前記第２の接続部と前記第３の接続部との間に経路
を定められる、請求項４に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記第２および第３の接続部は、前記ワイヤの前記２つのレッグ部分を互いに固定する
溶接部である、請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記ネット要素の前記近位部分は、前記第２の接続部、前記第３の接続部、および前記
２つのレッグ部分の間に固定される、請求項５に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記ネット要素の前記近位部分は、前記第１の接続部を少なくとも部分的に囲んで、前
記管状部材の内部に対する損傷を防ぐ、請求項５に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記ループ部分の湾曲は、前記人体内から前記物体を回収しながら、該ループ部分の拡
張を促進し、該ループ部分の折り畳みを妨げる、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記湾曲間の前記ループ部分の線分は、多角形を形成する、請求項９に記載のデバイス
。
【請求項１１】
　前記ワイヤは、使用中に前記ループ部分の前記折り畳みを妨げる突き出た先端部を形成
する、該ループ部分の遠位端における湾曲した部分をさらに備えている、請求項１に記載
のデバイス。
【請求項１２】
　前記突き出た先端部は開口部を有する先端部キャップを含み、つなぎ綱は前記ネット要
素の前記遠位部分を該先端部キャップの該開口部に固定する、請求項１１に記載のデバイ
ス。
【請求項１３】
　前記ワイヤは、前記ループ部分の遠位端において３６０度湾曲した部分をさらに備えて
いる、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　つなぎ綱は、前記ループ部分の前記遠位端において、前記ワイヤの前記３６０度湾曲し
た部分に前記ネット要素の前記遠位部分を固定する、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記動作伝達リンクは、スエージ接続部によってケーブルに取り付けられた管をさらに
備えている、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記ケーブルは、前記第１の接続部によって前記ワイヤの前記２つのレッグ部分の端部
に取り付けられる、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
　一片の熱収縮材料が前記第１の接続部を少なくとも部分的に囲んで、前記管状部材の前
記内部に対する損傷を防ぐ、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記ループ部分が前記拡張位置にあるとき、前記リンクの前記第２の端部は、前記管状
部材内にある、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１９】
　人体内から物体を回収する内視鏡デバイスであって、該デバイスは、
　ベースおよび細長い管状部材を備えている保持体アセンブリと、
　伝達アセンブリであって、該伝達アセンブリは、該ベースに対して可動のハンドルと、
該ハンドルに固定された第１の端部および該ベースから遠く離れた第２の端部を有するリ
ンクであって、該リンクは該管状部材の少なくとも一部分を通って延びる、リンクとを備
えている、伝達アセンブリと、
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　１つのループ部分と、２つのレッグ部分とを画定するワイヤであって、各レッグ部分は
、該ループ部分から近位に配置され、第１の接続部によって該リンクの該第２の端部に固
定され、該２つのレッグ部分は第２の接続部によって互いに固定される、ワイヤと、
　該ループ部分に固定された遠位部分と、該第２の接続部から近位の位置において、該２
つのレッグ部分の間に固定された近位テール部分とを有するネット要素と
　を備え、
　該ベースに対する該ハンドルの動作によって、該ループ部分は、該管状部材の外側の拡
張位置と、該管状部材の内側の折り畳み位置との間において可動である、デバイス。
【請求項２０】
　各レッグ部分の近位端は、前記第１の接続部によって前記リンクの前記第２の端部に固
定され、前記第２の接続部は、該第１の接続部から遠位であり、前記ループ部分から近位
にある、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記つなぎ綱は、前記第２の接続部に近位の位置においてしばられる、請求項１９に記
載のデバイス。
【請求項２２】
　前記第２の接続部は、溶接部である、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記つなぎ綱は、少なくとも１つのレッグ部分の３６０度湾曲した部分にしばられる、
請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２４】
　人体内から物体を回収する内視鏡デバイスであって、該デバイスは、
　ベースおよび細長い管状部材を備えている保持体アセンブリと、
　伝達アセンブリであって、該伝達アセンブリは、該ベースに対して可動のハンドルと、
該ハンドルに固定された第１の端部および該ベースから遠く離れた第２の端部を有するリ
ンクであって、該リンクは該管状部材の少なくとも一部分を通って延びる、リンクとを備
えている、伝達アセンブリと、
　１つのループ部分と、２つのレッグ部分とを画定するワイヤであって、各レッグ部分は
、該ループ部分から近位に配置され、各レッグ部分の近位端は、第１の接続部によって該
リンクの該第２の端部に固定され、該２つのレッグ部分は第２の接続部および第３の接続
部によって互いに固定される、ワイヤと、
　該ループ部分に固定された遠位部分と、該第２の接続部と該第３の接続部との間に経路
を定められる近位部分とを有するネット要素と
　を備え、
　該ベースに対する該ハンドルの動作によって、該ループ部分は、該管状部材の外側の拡
張位置と、該管状部材の内側の折り畳み位置との間において可動である、デバイス。
【請求項２５】
　各レッグ部分の近位端は、前記第１の接続部によって前記リンクの前記第２の端部に固
定され、前記第２の接続部および前記第３の接続部は、該第１の接続部から遠位である、
請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２６】
　前記第２の接続部および前記第３の接続部は、前記ワイヤの前記２つのレッグ部分を互
いに固定する溶接部である、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記ネット要素の前記近位部分は、前記第２の接続部、前記第３の接続部、および前記
２つのレッグ部分の間に固定される、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記ネット要素の前記近位部分は、前記第１の接続部を少なくとも部分的に囲んで、前
記管状部材の内部に対する損傷を防ぐ、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２９】
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　前記ネット要素の前記近位部分は、前記第１の接続部を越えて、前記ベースの方に延び
る、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記ネット要素の前記近位部分は、テールを有する、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項３１】
　前記ネット要素の前記遠位部分は、前記ループ部分の遠位端に固定されたテールを有す
る、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３２】
　前記ネット要素の前記遠位部分は、前記ループ部分の遠位端に固定されたテールを有す
る、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項３３】
　前記ネット要素の前記遠位部分は、前記ループ部分の遠位端に固定されたテールを有す
る、請求項２４に記載のデバイス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明のさらなる特徴および利点は、添付の図面を参照してなされる以下の詳細な説明
から明らかとなる。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　人体内から物体を回収する内視鏡デバイスであって、該デバイスは、
　ベースおよび細長い管状部材を備えている保持体アセンブリと、
　該ベースに対して可動のハンドルと、該ハンドルに固定された第１の端部および該ベー
スから遠く離れた第２の端部を有するリンクであって、該リンクは該管状部材の少なくと
も一部分を通って延びる、リンクとを備えている伝達アセンブリと、
　１つのループ部分と、２つのレッグ部分とを画定するワイヤであって、各レッグ部分は
第１の接続部によって該リンクの該第２の端部に固定され、該２つのレッグ部分は少なく
とも第２の接続部によって互いに固定される、ワイヤと、
　該ループ部分に固定された遠位部分と、近位部分とを有するネット要素と、
　該第２の接続部に隣接した該ネット要素の該近位部分を固定する手段と
　を備え、
　該ベースに対する該ハンドルの動作によって、該ループ部分は、該管状部材の外側の拡
張位置と、該管状部材の内側の折り畳み位置との間において可動である、デバイス。
（項目２）
　各レッグ部分の近位端は、上記第１の接続部によって上記リンクの上記第２の端部に固
定され、上記第２の接続部は、該第１の接続部から遠位である、項目１に記載のデバイス
。
（項目３）
　つなぎ綱は、上記第２の接続部の近位側に上記ネット要素の上記近位部分を取り付ける
、項目１に記載のデバイス。
（項目４）
　上記第２の接続部は、上記２つのレッグ部分を互いに固定する溶接部である、項目３に
記載のデバイス。
（項目５）
　上記２つのレッグ部分は、第２の接続部および第３の接続部によって互いに固定され、
該レッグ部分の各々は、上記ベースに対して上記第１の接続部から遠位にある、項目１に
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記載のデバイス。
（項目６）
　上記ネット要素の上記近位部分は、上記第２の接続部と上記第３の接続部との間に経路
を定められる、項目５に記載のデバイス。
（項目７）
　上記第２および第３の接続部は、上記ワイヤの上記２つのレッグ部分を互いに固定する
溶接部である、項目６に記載のデバイス。
（項目８）
　上記ネット要素の上記近位部分は、上記第２の接続部、上記第３の接続部、および上記
２つのレッグ部分の間に固定される、項目６に記載のデバイス。
（項目９）
　上記ネット要素の上記近位部分は、上記第１の接続部を少なくとも部分的に囲んで、上
記管状部材の内部に対する損傷を防ぐ、項目６に記載のデバイス。
（項目１０）
　上記ループ部分の湾曲は、上記人体内から上記物体を回収しながら、該ループ部分の拡
張を促進し、該ループ部分の折り畳みを妨げる。項目１に記載のデバイス。
（項目１１）
　上記湾曲間の上記ループ部分の線分は、多角形を形成する、項目１０に記載のデバイス
。
（項目１２）
　上記ワイヤは、使用中に上記ループ部分の上記折り畳みを妨げる突き出た先端部を形成
する、該ループ部分の遠位端における湾曲した部分をさらに備えている、項目１に記載の
デバイス。
（項目１３）
　上記突き出た先端部は開口部を有する先端部キャップを含み、つなぎ綱は上記ネット要
素の上記遠位部分を該先端部キャップの該開口部に固定する、項目１２に記載のデバイス
。
（項目１４）
　上記ワイヤは、上記ループ部分の遠位端において３６０度湾曲した部分をさらに備えて
いる、項目１に記載のデバイス。
（項目１５）
　つなぎ綱は、上記ループ部分の上記遠位端において、上記ワイヤの上記３６０度湾曲し
た部分に上記ネット要素の上記遠位部分を固定する、項目１４に記載のデバイス。
（項目１６）
　上記動作伝達リンクは、スエージ接続部によってケーブルに取り付けられた管をさらに
備えている、項目１に記載のデバイス。
（項目１７）
　上記ケーブルは、上記第１の接続部によって上記ワイヤの上記２つのレッグ部分の端部
に取り付けられる、項目１６に記載のデバイス。
（項目１８）
　熱収縮材料の一片は、上記第１の接続部を少なくとも部分的に囲んで、上記管状部材の
上記内部に対する損傷を防ぐ、項目１に記載のデバイス。
（項目１９）
　上記ループ部分が上記拡張位置にあるとき、上記リンクの上記第２の端部は、上記管状
部材内にある、項目１に記載のデバイス。
（項目２０）
　人体内から物体を回収する内視鏡デバイスであって、該デバイスは、
　ベースおよび細長い管状部材を備えている保持体アセンブリと、
　該ベースに対して可動のハンドルと、該ハンドルに固定された第１の端部および該ベー
スから遠く離れた第２の端部を有するリンクであって、該リンクは該管状部材の少なくと
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も一部分を通って延びる、リンクとを備えている伝達アセンブリと、
　１つのループ部分と、２つのレッグ部分とを画定するワイヤであって、各レッグ部分は
第１の接続部によって該リンクの該第２の端部に固定され、該２つのレッグ部分は第２の
接続部によって互いに固定される、ワイヤと、
　該ループ部分に固定された遠位部分と、つなぎ綱によって該第２の接続部に対して固定
された近位部分とを有するネット要素と
　を備え、
　該ベースに対する該ハンドルの動作によって、該ループ部分は、該管状部材の外側の拡
張位置と、該管状部材の内側の折り畳み位置との間において可動である、デバイス。
（項目２１）
　各レッグ部分の近位端は、上記第１の接続部によって上記リンクの上記第２の端部に固
定され、上記第２の接続部は、該第１の接続部から遠位である、項目２０に記載のデバイ
ス。
（項目２２）
　上記つなぎ綱は、上記第２の接続部に近位の位置においてしばられる、項目２０に記載
のデバイス。
（項目２３）
　上記第２の接続部は、溶接部である、項目２０に記載のデバイス。
（項目２４）
　上記つなぎ綱は、少なくとも１つのレッグ部分の３６０度湾曲した部分にしばられる、
項目２０に記載のデバイス。
（項目２５）
　人体内から物体を回収する内視鏡デバイスであって、該デバイスは、
　ベースおよび細長い管状部材を備えている保持体アセンブリと、
　該ベースに対して可動のハンドルと、該ハンドルに固定された第１の端部および該ベー
スから遠く離れた第２の端部を有するリンクであって、該リンクは該管状部材の少なくと
も一部分を通って延びる、リンクとを備えている伝達アセンブリと、
　１つのループ部分と、２つのレッグ部分とを画定するワイヤであって、各レッグ部分は
第１の接続部によって該リンクの該第２の端部に固定され、該２つのレッグ部分は第２の
接続部および第３の接続部によって互いに固定される、ワイヤと、
　該ループ部分に固定された遠位部分と、該第２の接続部と該第３の接続部との間に経路
を定められる近位部分とを有するネット要素と
　を備え、
　該ベースに対する該ハンドルの動作によって、該ループ部分は、該管状部材の外側の拡
張位置と、該管状部材の内側の折り畳み位置との間において可動である、デバイス。
（項目２６）
　各レッグ部分の近位端は、上記第１の接続部によって上記リンクの上記第２の端部に固
定され、上記第２の接続部および上記第３の接続部は、該第１の接続部から遠位である、
項目２５に記載のデバイス。
（項目２７）
　上記第２の接続部および上記第３の接続部は、上記ワイヤの上記２つのレッグ部分を互
いに固定する溶接部である、項目２５に記載のデバイス。
（項目２８）
　上記ネット要素の上記近位部分は、上記第２の接続部、上記第３の接続部、および上記
２つのレッグ部分の間に固定される、項目２５に記載のデバイス。
（項目２９）
　上記ネット要素の上記近位部分は、上記第１の接続部を少なくとも部分的に囲んで、上
記管状部材の内部に対する損傷を防ぐ、項目２５に記載のデバイス。
（項目３０）
　上記ネット要素の上記近位部分は、上記第１の接続部を越えて、上記ベースの方に延び
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る、項目２５に記載のデバイス。
（項目３１）
　上記ネット要素の上記近位部分は、テールを有する、項目２５に記載のデバイス。
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